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普通ポルトランドセメント

高炉セメントB種

セメント種類

100

100

380

377

380

377

0.500

0.500

水セメント比

W/C（%）

セメント

C（kg）

水

W（%）

注入量

拡大比

1.0≦ω≦1.25

1.25＜ω≦1.75

1.75＜ω≦2.0

水セメント比

100%（10N/mm ）

85%（17N/mm ）

85%（17N/mm ）

85%（17N/mm ）

60%（25N/mm ）

60%（25N/mm ）

65%（22N/mm ）

60%（25N/mm ）

55%（30N/mm ）

N≦20 20＜N≦40 40＜N

杭 の 種 別 回 数

試験杭 1本毎

本杭
継ぎ手のある場合

継ぎ手のない場合

20本毎またはその端数につき1回

30本毎またはその端数につき1回

連結シャフト (スクリューまたはロッド)

通
常
掘
削
径
以

下

2,000以下

オーガーヘッド（機械式例）

スリットスクリュー

3,000～10,000

1,000～10,000

1,000～10,000

攪拌ロッド全体図

Φ1200-1000：1250～1300
Φ1100-900：1150～1200
Φ1000-800：1050～1100
Φ900-700：950～1000
Φ800-600：850～900
Φ750-600：800～850
Φ650-500：700～750
Φ600-450：650～700
Φ550-400：600～650
Φ500-400：550～600
Φ450-300：500～550
Φ440-300：500～550

杭径：a部の寸法

a

Φ440-300：500～550
Φ450-300：500～550
Φ500-400：550～600
Φ550-400：600～650
Φ600-450：650～700
Φ650-500：700～750
Φ750-600：800～850
Φ800-600：850～900
Φ900-700：950～1000
Φ1000-800：1050～1100
Φ1100-900：1150～1200
Φ1200-1000：1250～1300

杭径：a部の寸法

a
a

3,000～10,000

400～1,000

400～1,000

3,000～10,000

杭径：(a部の寸法)－(b部の寸法)

a：通常掘削部径
b：拡大掘削部径

Φ440-300：(500～550)-(500～1000)
Φ450-300：(500～550)-(500～1000)
Φ500-400：(550～600)-(550～1100)
Φ550-400：(600～650)-(600～1200)
Φ600-450：(650～700)-(650～1300)
Φ650-500：(700～750)-(700～1400)
Φ750-600：(800～850)-(800～1600)
Φ800-600：(850～900)-(850～1700)
Φ900-700：(950～1000)-(950～1900)
Φ1000-800：(1050～1100)-(1050～2100)
Φ1100-900：(1150～1200)-(1150～2300)
Φ1200-1000：(1250～1300)-(1250～2500)

(単位：ｍｍ）

（m ）

プレボーリング拡底根固め工法(大臣認定工法）　特記仕様書

   ４）強度の管理
             管理試験は、充填液について下表により行う。

杭先端部に、先端支持力を確保するために拡大根固め部の体積量を注入し、杭先

端平均N値（N）と拡大比（ω）に応じて、水セメント比は下記を標準とする

    ３）根固め液

                1.セメントは、普通ポルトランドセメント、早強セメントおよび混合セメントを用いる。

                2.練り混ぜに使用する水は、上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

杭周充填液は、杭体と地盤とを一体化させる目的で注入する。

    ２）杭周充填液（W/C＝100%・圧縮強さ：10N/mm ）

杭周充填液材料の基準量(対象土1m あたり)を下表に示す。

＊（　）内は、管理強度

    １）材料

2

＊普通ポルトランドセメント：比重3.15、高炉セメント：比重3.05
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節杭 拡頭節杭
(中間径ﾀｲﾌﾟ)

拡頭節杭
(節部径ﾀｲﾌﾟ)

ｽﾄﾚｰﾄ杭 拡頭杭 複合節杭

１) 杭の構造

２) 杭の構成

３) 杭径

※本図は、Hyper-MEGA工法（大臣認定工法）の概要を示すものであり、施工メーカーを規定するものではない。

会社とする。

                          を行い、安全活動には全面的・積極的に参加する。
                      b)  各種機械の運転者は、使用する機械器具の使用前点検を行い、損傷・変形
                          ･機能不具合等があれば修理・交換等必要な措置を講じ、その記録を残す。

                          の指揮のもとに行う。
                      c)  杭打機の組立・据え付け・解体は、予め定めた計画に基づき、作業指揮者

                      d)  現場内の作業地盤は平坦にし、軟弱地盤の場合は転倒防止のためにサンド
                          マット・敷き鉄板・地盤改良等で補強を行う。

                          必ず有資格者が行う。
                      e)  杭打機等機械器具の運転は専任の者によることとし、資格を要する作業は

                      f)  鉄道・道路・高圧架線・電灯線・通信線・建築物・地下埋設物等既存のも
                          のに近接して作業を行う場合は、元請業者と打ち合わせを行い、関係者の
                          立ち会いを求める等して事故防止につとめる。

                      g)  作業者または第３者の接触・挟まれ・転落落下をおこさないように、立入
                          禁止措置または監視・誘導を充分に行う。
                      h)  現場での作業開始前に、作業員全員による打ち合わせ・確認を行い、作業
                          者の配置(役割分担)を定め、元請業者への届け出を行う。

                         よう充分に留意する。

                         杭の施工に伴って発生する可能性のある労働災害には、杭打機の転倒・接
                         触・挟まれ・巻き込まれ・衝突・飛来落下・墜落・感電等がある。

                      a)  作業指揮者および作業者は、予め定めた手順に従って規律ある正しい作業
          2. 災害の防止

          1. 災害の種類

   １）安全対策

   ２）公害対策

                         がある。これらが発生して、近隣環境や第３者に影響を及ぼすことのない

                         本工法の施工に伴って発生する可能性のある公害は、騒音・振動・粉塵・
                         地盤沈下・地下水汚染・泥土や泥水の場外流出による汚損・土砂の飛散等

1. 工事概要・組織
2. 実施工程表
3. 使用杭の仕様・諸元
4. 充填液の配合・使用量・試験結果

5. 使用機械器具
6. 試験杭施工記録
7. 本杭施工記録
8. その他必要事項

5.杭周充填液および根固め液の密度測定を1日1回行う。
4.充填液の圧縮強さは、材齢28日として管理する。(　上記３）根固め液 参照　)

3.強度試験は、JIS A 1108（コンクリートの圧縮試験方法）による。

2.供試体は、(社)土木学会「コンクリート標準示方書（規準編）」のブリージング率
1.1回の試験の、供試体の数は杭周充填液および根固め液を各3個とする。

　および膨張率試験方法案(体積方法)によるポリエチレン袋を用いて、グラウトプラン

　トより採取し、直径50mm・高さ100mm程度の円柱形に仕上げる。

　　　　  　　1.施工能率
　　　　  　　2.地中障害の有無
　　　　  　　3.使用機械の適否

　　　　  　　5.逸水の有無
　　　　  　　4.高止まりの有無

　　　　  　　6.先端地盤の確認
　　　　  　　7.拡翼の確認

   ２）試験杭は、本工事に先立ち、設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

   ３）試験杭では、本工事と同一寸法の杭、本工事に使用予定の機械器具を用いることを原則とし、次の項目

       について確認する。

杭施工地盤面－68.5m、先端地盤が粘土質地盤の場合は杭施工地盤面－60.0mとする。

　　最大施工深さは、先端地盤が砂質地盤の場合は杭施工地盤面－68.5m、先端地盤が礫質地盤の場合は

５) 最大施工深さ

４)杭姿図

　　使用する杭の姿図の例を示す。

　　①節杭(拡頭節杭を含む)の径は、以下のものとする。

　　　　節部径 φ1200～φ400

      　軸部径 φ1000～φ300

　　②ｽﾄﾚｰﾄ杭(拡頭杭を含む)の径は、以下のものとする。

　　　　杭径 φ298.4～φ1200

　　節杭(拡頭節杭,複合杭を含む)のみ、または節杭（拡頭節杭を含む）とこの上方に継いで仕様するｽﾄﾚｰﾄ杭
　　(拡頭杭を含む)により基礎杭を構成する。なお、下杭には必ず節杭(拡頭節杭を含む)を使用する。

　　使用する杭は下記のものとする。

　　①平成13年国土交通省告示第1113号8号第二号、第三号、第四号、第五号及び第六号の何れかに基づき

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄの許容応力度が規定された既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭。

　　②建築基準法施工令第90条、平成12年国土交通省告示第2464号第1、第2に基づき鋼材の許容応力度が

　　　規定された鋼管。

   ２）工事着手前に、工事概要・工程・使用する杭の明細・使用機械等を明記した施工計画書を作成し、
       監督員の承認を得る。

   １）本工事に採用する工法は「Hyper-MEGA工法」(認定番号：TACP-0360号,TACP-0361号,TACP-0362号）とする。

ただし、後者の場合でも地盤の許容支持力については、工法認定取得会社が責任を負う。
   ３）工事施工者および管理者は、工法認定取得会社もしくは同社が承認した施工

 　本工法の標準的な施工手順を下図に示し、その概要を以下に記述する。

①施工機据え付け・杭芯ｾｯﾄ

　　掘削芯を確認しつつ、適宜、掘削液を送りながら地盤に適した速度で所定の位置まで掘削する。

②拡翼・拡大掘削

　　拡大羽根を拡翼し、充填液を吐出しながら、所定の深度まで、拡大掘削して引き上げる。

③再掘削・混合撹拌

　　拡大羽根を閉翼させ、拡大周面部を掘削した後に再度拡翼し、拡大周面部でｵｰｶﾞｰを上下反復する。

　その際に充填液と掘削土砂とを混合撹拌し、拡翼で所定深度に到達するまで且つ3回以上これを繰り

　返す。

④根固め部築造・引き上げ

　　所定範囲にて根固め液を注入しながら、根固め部で上下反復を3回以上、且つ3分以上、混合撹拌し

　根固め部を築造した後、ｵｰｶﾞｰを引き上げる。

⑤杭の建て込み

　　鉛直性を確認しながら杭を建て込み、所定位置に定着させる。

１．一般事項

２．使用杭

３．試験杭

４．施工方法 ６．充填材の配合と管理

５．掘削装置の形状および寸法

８. 安全・公害対策

７．施工記録

       決定する。
   １）試験杭の位置および数量は、地盤調査・敷地状況・建築物の平面計画等を考慮し、監督員と協議して
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電気設備用孔 W800xH300

電気設備用孔 W800xH300

人通孔

電気設備用孔 W800xH300

電気設備用孔 W800xH300

人通孔

使用構造材料

設計基準強度 スランプ

(N/m㎡) (cm)

壁、床

柱、梁

種 類 備　考使用箇所

基礎、基礎梁、地階

普通

普通

普通

○ 鉄　筋

種 類 径 備　考

異形鉄筋

18普通 Fc = 27

柱:溶接スターラップ

(大臣認定番号 MSRB-9009)

○ コンクリート

1 階柱～ 3 階床・梁

3 階柱～ 6 階床・梁

6 階柱～ R 階床・梁

18

18

18Fc = 30

Fc = 33

Fc = 33

15

15

土間コンクリート

捨てコンクリート

押えコンクリート

普通

普通

普通

* コンクリートは、JIS 認定工場で製造されたレディーミクストコンクリートとする。

Fc = 18

Fc = 18

　　温度補正値を除く。)

* 呼び強度は、設計基準強度(Fc) + ΔF + 温度補正(T) とする。(場所打ち杭コンクリートは

　　ΔF ：構造体コンクリートの強度と供試体の強度の差を考慮した割増し (3 N/m㎡)

* 単位水量の最大値は、185 Kg/m3 とする。

* セメントは、JIS R5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

* 水セメント比は、50％以下とする。（住宅性能基準：等級３）

15Fc = 18

* コンクリート中の空気量は、4.5％とする。（ただし減水剤を使用しない場合は空気量4～6％）

* 単位セメント量の最小値は、270 Kg/m3 (Fc=27N 以上 36N 以下は、290～450 Kg/m3)

* 最小かぶり厚さは、住宅性能表示基準の等級3「3-1(3)ﾊ①ｂ(i)表(ろ)(ｲ)」とする。

材 料

SD295A

SD345

D10～D16

D19～D25

リバーボン 1275 相当

SD390 D29～D32

* 鉄筋は、JIS G3112 の規格品を標準とする。

高強度せん断補強筋

（大臣認定品）

ウルボン SBPD1275/1420

*試験杭実施か所、本数は、監督員協議のうえ決定とする。

* 継手は、D16 以下をすべて重ね継手とする。D19 以上はガス圧接または機械式継手とする。

注）特記事項（記入なき限り下記とする）

Z1=Z0+400とする。

基礎梁天端は Z0+150とする。

1.

2.

　　電気設備用貫通孔（W800xH300）を示す。

    は人通孔（600φ）を示す。

コンクリート t=120、鉄筋 タテ・ヨコ共  D10 - @200 シングル　

3.

4.          は土間コンクリートを示す。（ピット部天端 Z0-1050）

5.

6.

         は土間コンクリートを示す。（ピット部天端 Z0-950） （Y2通～+1650、
　廊下下部）

（住戸下部）
コンクリート t=120、鉄筋 タテ・ヨコ共  D10 - @200 シングル　

ボイド内径一覧
（ 単位：mm）

ａ：75
ｂ：100
ｃ：125
ｄ：150
ｅ：175
ｆ：200
ｇ：250
ｈ：600

＜註記＞

・本図で示す各種設備配管、配線用スリーブ位置は参考とし、
　施工にあたっては、別途工事（電気設備工事業者、機械設備
　工事業者）と打合せのうえ、ボイド径、位置を決定する。
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下部　消防用貯水槽10ｍ3

消防用貯水槽
点検用マンホール600φ
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南棟Ｗ　２階柱壁梁床伏図　　S=1/200 南棟Ｅ　２階柱壁梁床伏図　　S=1/200

X

Y

南棟Ｗ　１階柱壁梁床伏図　　S=1/200 南棟Ｅ　１階柱壁梁床伏図　　S=1/200

＜註記＞
・地中梁スリーブは、S-02号図による。

1.

4.

2.

3.

注）特記事項（記入なき限り下記とする）

RFスラブ天端は意匠図による。

5.

6.

↑　はスラブの主筋方向を示す。

7.

8.

9.

スラブ天端は Zn±0とする。

　　　　 は、スラブ天端 Zn-100を示す。

梁天端は Zn±0とする。

wRG1～4,eRG1～4 梁天端レベルは Zn-200とする。

wRG5～6,eRG5～6 梁天端レベルは意匠図による。

[　] 内数値はスラブ天端レベル（Zn基準）を示す。

(　) 内数値は梁天端レベル（Zn基準）を示す。

壁は W12とする

基準階階段室・ＥＶホールのスラブ意匠図による。

11. 　　は床下点検口（600x600）を示す。

10. 　　　　 はピット範囲を示す。

12. 　　　　 は土間コンクリートを示す。

コンクリート t=120、鉄筋 タテ・ヨコ共
D10 - @200 シングル　

（ｴﾝﾄﾗﾝｽ、
　階段下部）

ボイド内径一覧
（ 単位：mm）

ａ：75
ｂ：100
ｃ：125
ｄ：150
ｅ：175
ｆ：200
ｇ：250
ｈ：600

＜註記＞

・本図で示す各種設備配管、配線用スリーブ位置は参考とし、
　施工にあたっては、別途工事（電気設備工事業者、機械設備
　工事業者）と打合せのうえ、ボイド径、位置を決定する。
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南棟Ｗ　３～５階柱壁梁床伏図　S=1/200 南棟Ｅ　３～５階柱壁梁床伏図　S=1/200

南棟Ｅ　６階柱壁梁床伏図　　S=1/200南棟Ｗ　６階柱壁梁床伏図　　S=1/200

1.

4.

2.

3.

注）特記事項（記入なき限り下記とする）

RFスラブ天端は意匠図による。

5.

6.

↑　はスラブの主筋方向を示す。

スラブ天端は Zn±0とする。

　　　　 は、スラブ天端 Zn-100を示す。

梁天端は Zn±0とする。

wRG1～4,eRG1～4 梁天端レベルは Zn-200とする。

[　] 内数値はスラブ天端レベル（Zn基準）を示す。

9.

7.

8.

wRG5～6,eRG5～6 梁天端レベルは意匠図による。

(　) 内数値は梁天端レベル（Zn基準）を示す。

壁は W12とする

基準階階段室・ＥＶホールのスラブレベルは意匠図による。

ボイド内径一覧
（ 単位：mm）

ａ：75
ｂ：100
ｃ：125
ｄ：150
ｅ：175
ｆ：200
ｇ：250
ｈ：600

＜註記＞

・本図で示す各種設備配管、配線用スリーブ位置は参考とし、
　施工にあたっては、別途工事（電気設備工事業者、機械設備
　工事業者）と打合せのうえ、ボイド径、位置を決定する。

d d d d d d d d d d d dbbbbbbbbbbbb

d d d d d d d d d d d dbbbbbbbbbbbb

上郷住宅建築工事（第２工区）
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一級建築士事務所 匠建設計、愛知県知事登録（い-24）第11595号

一級建築士 92468号、 構造設計一級建築士 7713号、　伊藤 一人

南棟W　基礎リスト

0 5 1 0

黒野建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　愛知県　い1627

一級建築士事務所

A3：1/100
A1：1/ 50

安東　広晶

一級建築士登録　307737 号

愛知県建設部建築局公営住宅課
Ｈ28年3月

縮 尺

図面番号

検 

図

製 

図

設 計
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1.SL
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800φ 800φ 700φ700φ
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700φ
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[1-wP4]

【 wF4 】

【 wF3 】

[2-wP3]

偏心側立上り

700φ
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偏心側立上り

700φ

【 wF3a 】

袴筋継手20d（フック有）
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700φ700φ

【 wF2a 】

袴筋継手20d（フック有）
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上郷住宅建築工事（第２工区）

No.Ｓ-08



一級建築士事務所 匠建設計、愛知県知事登録（い-24）第11595号

一級建築士 92468号、 構造設計一級建築士 7713号、　伊藤 一人

南棟W　地中梁リスト、
　　　 杭リスト

0 5 1 0

黒野建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　愛知県　い1627

一級建築士事務所

A3：1/100
A1：1/ 50

安東　広晶

一級建築士登録　307737 号 縮 尺

図面番号

愛知県建設部建築局公営住宅課
検 

図

製 

図

設 計

Ｈ28年3月
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1.SL
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▽基礎底

杭頭補強筋

フレアー溶接

SC杭(SKK490)

コンクリート充填

底板

杭頭補強要領
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S = 1/50地中梁　リスト
※　巾止め筋は D10 @1000 とする。　

符　号

位　置

巾×成

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

断　面

符　号

位　置

巾×成

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

断　面

端部

550 x 2500

5-D32

5-D32

2-D13 @200

14-D10

端部

550 x 2500

5-D32

5-D32

2-D13 @200

14-D10

中央

5-D32

5-D32

中央

5-D32

5-D32

X1端

550 x 2500

5/2-D32

5/2-D32

2-D13 @200

14-D10

端部

550 x 2500

5-D32

5-D32

2-D13 @200

14-D10

中央

5/2-D32

5/2-D32

中央

5-D32

5-D32

X2端

5-D32

5-D32

X6端

650 x 2500

14-D10

中央 X7端

6/5-D32

6/1-D32

端部

550 x 2500

5-D32

5-D32

2-D13 @200

14-D10

中央

5-D32

5-D32

X1端

550 x 2500

5/2-D32

5/2-D32

2-D13 @200

14-D10

中央

5/2-D32

5/2-D32

X2端

5-D32

5-D32

X6端

650 x 2500

6-D32

14-D10

中央

6-D32

X7端

6/5-D32

6-D32

wFG1 wFG2 wFG2a wFG3 wFG4 wFG4a

wFG5 wFG6

3-D13 @100 3-D13 @100

6/5-D326/5-D32

6/1-D326/1-D32

6/5-D326/5-D32

wFCG1

550 x 2500

2-D13 @200

3-D32

全域

14-D10

5/2-D32

全域

350 x 1500

2-D13 @200

8-D10

全域

FB1

3-D22

3-D22 3-D22

2-D10

350 x 800

3-D22

全域

3-D22

2-D10

FCB1

350 x 800

2-D13 @100

全域

2-D13 @200

350 x 2500

14-D10

3-D25

3-D25

wFB3

全域

2-D13 @2002-D13 @200

16-D10

4/2-D223-D22

3-D22

300 x 2500

wFB4

杭　仕　様

杭符号 使用箇所

上杭

下杭

上杭

下杭

上杭

下杭

wF1

wF2

wF3

wF4
上杭

下杭

SKK490(105N) t=12.0

SKK490(105N) t=12.0

SKK490(105N) t=12.0

SKK490(105N) t=12.0

杭　種

HSC105

HSC105

HSC105

HSC105

JP-NPH105(A種)

JP-NPH105(B種)

JP-NPH105(B種)

JP-NPH105(B種)

杭　径

12 m

5 + 7 = 12 m

12 m

5 + 7 = 12 m

12 m

5 + 7 = 12 m

12 m

5 + 7 = 12 m

φ800

φ700

φ700

φ700

φ1000-800

φ900-700

φ900-700

φ900-700

杭　長

16-D38(WSD390)

14-D38(WSD390)

14-D38(WSD390)

14-D38(WSD390)

杭頭補強筋
長期支持力
(kN/P)

3000

2400

2400

2400

工　法杭本数

2x10

2x2

2x2

1

プレボーリング拡底根固め工法

又は同等性能以上の認定工法）

（大臣認定工法　Hyper-MEGA工法、
wP1

wP2

wP3

wP4

上郷住宅建築工事（第２工区）

No.Ｓ-09



南棟W　柱・梁リスト

一級建築士事務所 匠建設計、愛知県知事登録（い-24）第11595号

一級建築士 92468号、 構造設計一級建築士 7713号、　伊藤 一人

0 5 1 0

黒野建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　愛知県　い1627

一級建築士事務所

A3：1/100
A1：1/ 50

安東　広晶

一級建築士登録　307737 号 縮 尺

図面番号

愛知県建設部建築局公営住宅課
検 

図

製 

図

設 計

Ｈ28年3月

3-D19 x 2 3-D19 x 2 3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2 3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2

3-D19 x 2 3-D19 x 2 3-D19 x 2 3-D19 x 2

(右端カットオフ長)(左端カットオフ長)

(左端カットオフ長) (右端カットオフ長)

(左端カットオフ長)

中央部配筋

※鉄筋のカットオフ長が Ld* の場合で、その本数が中央部と同一の場合は鉄筋は連続して配筋する。

梁主筋の柱への定着位置

腹　筋
備考

4-D13*1

*2補強筋

B x D 大梁リスト参照

大梁リスト参照

2段

4段8-D13

1.補強位置は中空スラブ伏図を参照。

2.ねじれ補強筋の定着は柱内に35dもしくは通し筋とする。

（註）

中空スラブ 周辺受梁ねじれ 補強要領

Lo/4 Lo/4Lo/2

Lo

Ld Ld

Lo/4 Lo/4Lo/2

Ld*

Ld

Lo

Ld

D

※ 梁主筋の曲げ定着位置は0.80D以上とする

B

D

*1
35d

補強筋

柱面

腹筋

柱面1,500 1,500

主筋

1,500

B

D

*2

補強筋

35d

柱面 1,500

主筋

腹筋 

Ｄx × Ｄy

断　面

符　号

主 筋
Ｘ方向

Ｙ方向

Dy

Ｄx × Ｄy

主 筋
Ｘ方向

Ｙ方向

Ｘ ＹHOOP

Ｘ ＹHOOP

断　面

Ｘ

Ｙ

ＲＣ柱 リスト  (2) S = 1/50

6 階

5 階

wC1

1000 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

1000 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

8 (6)

2

8 (6)

2

2

2

wC2

950 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

950 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

8 (6)

2

8 (6)

2

2

2

wC3

1000 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

1000 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

8 (6)

2

8 (6)

2

2

2

wC4

950 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

950 x 650

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

8 (6)

2

8 (6)

2

2

2

4 階

3 階

2 階

Ｄx × Ｄy

断　面

主 筋
Ｘ方向

Ｙ方向

断　面

Dy

Ｄx × Ｄy

主 筋
Ｘ方向

Ｙ方向

Ｄx × Ｄy

主 筋
Ｘ方向

Ｙ方向

HOOP Ｘ Ｙ

Ｘ ＹHOOP

Ｘ ＹHOOP

断　面

Ｘ

Ｙ

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

10 (6)

2

10 (6)

10 (6)

2

2

2

950 x 700

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

950 x 700

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

950 x 700

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

8 (6)

2

8 (6)

2

8 (6)

2

2

2

2

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

10 (6)

2

10 (6)

2

10 (6)

2

2

2

950 x 700

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

950 x 700

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

950 x 700

4-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

8 (6)

2

8 (6)

2

8 (6)

2

2

2

2

3

3 3

Ｙ方向配筋
Ｘ方向配筋

Ｙ方向配筋
Ｘ方向配筋

1 階 断　面

主筋

Ｄx × Ｄy

Ｘ方向

Ｙ方向

HOOP Ｘ Ｙ

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

10 (6)

2

950 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

10 (6)

2 2

1000 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

10 (6)

2

950 x 700

5-D25

2-D25 + 3-D19

D13 @100

10 (6)

2 23 3

※　柱・梁接合部内のフープは D13 @100 とする。　※　ダイヤゴナルフープは D10 @500 とする。　

符　号

位　置

ＲＣ大梁 リスト  (2) S = 1/50

wG1

端部 中央

wG2

端部 中央

wG3

端部 中央

wG4

端部 中央

wG5

全域

400 x 500

3-D25

3-D25

2-D13 @200

wG6

全域

400 x 500

3-D25

3-D25

2-D13 @200

400 x 700

3-D25

3-D25

2-D13 @200

2-D10

400 x 700

3-D25

3-D25

2-D13 @200

2-D10

400 x 700

3-D25

3-D25

2-D13 @200

2-D10

400 x 700

3-D25

3-D25

2-D13 @200

2-D10

400 x 700

3-D25

3-D25

2-D13 @200

2-D10

2-D13 @200

2-D19

2-D13 @200

2-D19

2-D13 @200

2-D19

2-D13 @200

2-D19

2-D13 @200

2-D19

2-D19

2-D19

2-D19

2-D19

2-D19

4-D10

4-D10

4-D10

4-D10

4-D10

190 x 700

190 x 700

190 x 700

190 x 700

190 x 700

断　面

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

R 階

幅×成 400 x 900

3-D25

3-D25

2-D13 @200

4-D10

3-D25

3-D25

400 x 900

3-D25

3-D25

2-D13 @200

4-D10

3-D25

3-D25

400 x 900

3-D25

3-D25

2-D13 @200

4-D10

3-D25

3-D25

400 x 900

3-D25

3-D25

2-D13 @200

4-D10

3-D25

3-D25

断　面

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

断　面

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

断　面

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

断　面

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

断　面

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

5 階

4 階

3 階

2 階

幅×成

幅×成

幅×成

幅×成

幅×成

6 階

450 x 750

4-D25

2-D13 @200

2-D10

450 x 750

4-D29

4-D29

2-D13 @150

2-D10

450 x 750

4-D29

2-D13 @100

2-D10

500 x 750

5-D29

3-D13 @100

2-D10

500 x 750

5-D29

2-D10

4-D25

4-D25

4-D29

4-D29

4-D29

4-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

450 x 750

4-D25

4-D25

2-D13 @200

2-D10

450 x 750

4-D29

4-D29

2-D13 @150

2-D10

450 x 750

4-D29

2-D13 @100

2-D10

500 x 750

5-D29

3-D13 @100

2-D10

500 x 750

5-D29

3-D13 @100

2-D10

4-D25

4-D25

4-D29

4-D29

4-D29

4-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

450 x 750

4-D25

2-D13 @200

2-D10

450 x 750

4-D29

4-D29

2-D13 @150

2-D10

450 x 750

4-D29

2-D13 @100

2-D10

500 x 750

5-D29

2-D10

500 x 750

5-D29

2-D10

4-D25

4-D25

4-D29

4-D29

4-D29

4-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

450 x 750

4-D25

2-D13 @200

2-D10

450 x 750

4-D29

4-D29

2-D13 @150

2-D10

450 x 750

4-D29

3-D13 @100

2-D10

500 x 750

5-D29

3-D13 @100

2-D10

500 x 750

5-D29

2-D10

4-D25

4-D25

4-D29

4-D29

4-D29

4-D29

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

3-D13 @100

3-D13 @100

3-D13 @100 3-D13 @100

5-D25(Ld20)5-D25

(Ld22)4/1-D29

(Ld22)5/1-D29

(Ld22)5/1-D29 (Ld22)5/1-D29

(Ld22)5/1-D29

(Ld22)4/1-D29

(Ld20)5-D25

(Ld22)4/1-D29 (Ld22)4/1-D29

5/1-D29 (Ld22) (Ld22)5/1-D29

(Ld22)5/1-D29 (Ld22)5/1-D29

※　巾止め筋は D10 @1000 とする。　
※　中空スラブ周辺の受梁となる梁は、ねじれ補強要領を参照して補強する。

※  STPで 2-D13とあるのは、１周巻きの場合を示す。

2200

2000

Ld22

Ld20

Ld18 1800

符　号 カットオフ長さ(Ld)

※鉄筋のカットオフ長が Lo/2を超えて両端が重なる場合は、通して配筋する。

Dx

Dx

上郷住宅建築工事（第２工区）
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南棟W・E　小梁・床版・壁リスト

一級建築士事務所 匠建設計、愛知県知事登録（い-24）第11595号

一級建築士 92468号、 構造設計一級建築士 7713号、　伊藤 一人

0 5 1 0

黒野建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　愛知県　い1627

一級建築士事務所

A3：1/100
A1：1/ 50

一級建築士登録　307737 号

安東　広晶

縮 尺

図面番号

愛知県建設部建築局公営住宅課
検 

図

製 

図

設 計

Ｈ28年3月

1
-D

1
3

1-D13

1
-D

1
31-

D1
3

1-
D1

3

1-
D1

3

1-D13

1
-D

1
3 2-

D1
3

2-D13

2
-D

1
3

2-
D1

3

2-D13

2
-D

1
3

2-D16

2
-D

1
6

2-D16

2
-D

16

2-
D1

3

2-
D1

3

200 x 350

2- D19   L2=760

2- D19   L2=760

開口補強筋は
壁端部筋を表す

* 巾止筋は D10@1000 以内とする。 [凡例]  S = シングル、 W = ダブル、 T = チドリ

2-D13

D10 @400 (S)

D+2 L2

1-D13 2-D13

D10 @400 (S) D10 @400 (S)

D+2 L2

2-D13

D10 @400 (S) ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

水平ｽﾘｯﾄ

ｺｰﾅｰ筋ｺｰﾅｰ筋

ｺｰﾅｰ筋 ｺｰﾅｰ筋

2-D13 (D)

ｺｰﾅｰ
(端部)筋

ｺｰﾅｰ
(端部)筋

120100 150 180 200200

200190

L
2

L
2

L2 L2L2

tw

b b

D

L2

L2
L
2

L2

L2

L2

2
50

2
50

tw tw

2
50

2
50

25

50 50

25

30 3
0

D

L
2

2 L2

2 
L2

L2L2

L2

L2

L2

250 250

tw

250 250

符　号

断　面

横　筋

縦　筋

開口

補強
横筋

斜筋

開口補強

符　号

断　面

横　筋

縦　筋

開口

補強

縦筋

横筋

斜筋

開口補強

W10

D10 @200 (S)

D10 @200 (S)

1-D13   L2=520

1-D13   L2=520

1-D13   L2=520

1-D13

EW19

2-D10 @150 (W)

2-D10 @200 (W)

2-D16   L2=640

2-D16   L2=640

2-D13   L2=520

2-D16

W12

D10 @200 (S)

1-D13   L2=520

1-D13   L2=520

1-D13   L2=520

1-D13

EW20

2-D10 @150 (W)

2-D10 @150 (W)

2-D16   L2=640

2-D16   L2=640

2-D13   L2=520

2-D16

W15

1-D13   L2=520

1-D13   L2=520

1-D13   L2=520

1-D13

W18

2-D10 @200 (W)

2-D10 @200 (W)

2-D13   L2=520

2-D13   L2=520

2-D13   L2=520

2-D16

W20

2-D10 @150 (W)

2-D10 @150 (W)

2-D13   L2=520

2-D13   L2=520

2-D13   L2=520

KW20

2-D19

符　号

断　面

位　置

巾×成

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

S = 1/50ＲＣ小梁 リスト

端部

350 x 650

4-D22

2-D10 @200

2-D10

中央

3-D22

4-D22

B2

全域

200 x 500

2-D19

2-D19

B3

全域

200 x 500

2-D19 2-D19

B1 CB1

先端

200 x 500

2-D19

2-D19

2-D10 @100

4-D22

2-D13 @150 (W)

2-D13 @200 (W)

2-D10 @100 2-D10 @100

D10 @200 (S)

縦筋

版　厚 短 辺 方 向 長 辺 方 向
符　号 位　置

拘束条件 端　部 (A,C) 中　央 (B,D) 端　部 (D,C) 中　央 (B,A)

150

4辺固定

180

4辺固定

150

4辺固定

150

4辺固定

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

D13 @200

D10,D13 @200

D13 @200

D10,D13 @200

D10,D13 @200

D10 @200

D10 @200

←

←

←

←

←

←

←

←

D10,D13 @200

D10,D13 @200

D13 @200

D10,D13 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

←

←

←

←

←

←

←

←

S1

S2

S3

S4

上端200～150

片持ち

200～150

片持ち

片持ち

片持ち

片持ち

片持ち

片持ち

150

片持ち

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

D13 @100

D13 @200

D13 @75

D13 @200

D13 @150

D13 @200

D13 @100

D13 @200

D13 @200

D13 @100

D13 @100

D13 @200

D13 @100

D13 @200

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

←

D13 @100

D13 @100

D10 @200

D10 @200

D10 @200

CS1

CS2

CS3

CS4

CS6

CS7

CS8

CS5

上端

下端

D13 @200

D13 @200

←

←

D13 @200

D13 @200

←

←4辺固定

300

壁　リスト S = 1/50

○ 壁交差部及び端部○ 開口補強

・ボイドスラブは、別図による。

・ボイドスラブの段差部の補強は、別図による。

・ボイドスラブの柱周辺部の補強は、別図による。

C D C

ABA

C D C

ＲＣ床版 リスト

○ スラブ配筋区分図

※ 鉄筋が２種類の場合は、交互とする。

○ ｽﾘｯﾄ要領

鉛直ｽﾘｯﾄ

ｺｰﾅｰ筋

ｺｰﾅｰ筋

・開口補強筋の延長上に構造ｽﾘｯﾄ（△）がある場合は、
　手前で定着 L2をとることとする。

・耐火、防水の方法を考慮のこと

・ｽﾘｯﾄは完全ｽﾘｯﾄとする。

・ｽﾘｯﾄの目地幅 b は、壁高の 1/100 以上とする。

・袖壁長が 200 以下の場合は鉛直ｽﾘｯﾄ不可。

・市販のｽﾘｯﾄ材の使用も可。（耐火仕様）

・大梁上にｽﾘｯﾄがある場合の直交壁には梁幅分にｽﾘｯﾄを設ける。

※ 鉄筋が２種類の場合は、交互とする。

備　考

D13 @150 (T)

D10 @200 (T)

2-D19

2/2-D19 2/2-D19

内端・中央

200～165(130)

200～165(130)

200～165(130)

200～165(130)

200～150

・構造壁の端部は閉鎖形とする。

FS1、FS2

D13 @200 D13 @200

Lx (短辺)

Ly
 (

長
辺
)

Lx/4

L
x
/4

L
x/

4

Lx/4

上郷住宅建築工事（第２工区）
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雑詳細図

一級建築士事務所 匠建設計、愛知県知事登録（い-24）第11595号

一級建築士 92468号、 構造設計一級建築士 7713号、　伊藤 一人

0 5 1 0

黒野建築設計事務所株式
会社

一級建築士事務所登録　愛知県　い1627

一級建築士事務所

A1：1/30
A3：1/60

一級建築士登録　307737 号

安東　広晶

縮 尺

図面番号

愛知県建設部建築局公営住宅課
検 

図

製 

図

設 計

Ｈ28年3月

ピット 配筋詳細片持ちスラブ 配筋詳細　　　1/30

D10

30
0
mm

以
上

L1

(あばら筋と同ピッチ)

L1

30
0
mm

以
上

L3 L2 1-D13

D10@150

D10
(あばら筋と同ピッチ)

L3

D13@200D10@200

CS2

3-D16

1-D13

D13@75 D10@150

3-D16

CS1

D10@150

1-D13

D13@100

D10@200D13@200

L2

1-D13D10@150

1-D13

D13@200

D13@100

CS4D10@200

1-D13

L3

1-D13

L1

1-D13

L
2

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13

D10＠150

L3
L1

1-D13

CS3

D13@150

L2

1-D13

1-D13

L2

D13@150

1-D13

D10@200

D13@200

1-D13

D10＠200

CB1

D10@200

1-D13

L1

L1

補強筋　D13@2001-D13

1,560 1,510

2-D13

1-D13

L1

補強筋　D13@200

K
W
20

L1

2-D13

1-D13K
W2

0

2-D13

1-D13

KW20

D13@100

D13@200

D10@200

150

CS7

CS7

1-D13

D10@150

L2

1-D13

1-D13

D10@150

D10@200

1-D13

D10@200

D13@200

D10@200
L2

CS5

L
2

L2

D10@150

D10@200

1-D13

D13@100

D13@200

D10@200

D10@150

3-D16

L
3

3
0
0m

m
以

上

L
2

D10@200SC

D10@200

1-D131-D13

CS6

D13@100

D10@200

D13@200

D10 (あばら筋と同ピッチ)

D10@200

D10@200

D10@100

D13@100

D13@200
D10@200

1-D13

D10@200

1-D13

1-D13

D10@200

D10@200

D10@200

1-D13

300 1,650 1,650 420

20
0

2
0
01
50

2
0
01
50

15
0

6
00

2
45

6
00

12
5

15
0

20
0

20
0

4
00

7
0

1
30

100

70
1
30

100

1,650 250

200

1,500150
7
0

200

梁

25
0

250
25 250

25

2
50

13
0

200

1
20

95
0

20
0
20

0
5
0

40
0

10
0

10
0

20
0

1
,2

50

13
070

1
20

13
0

95
0

2
0
0

20
0

Y1 Y2

ZR

Z1

Z0

Zn

1-D13

柱

C種　ポリサルファイドシーリング材　2成分型

アンカー筋が主筋にあたる場合時は
90°まで折り曲げてもよい。

スラブバルコニー

アンカー筋が主筋にあたる場合時は
90°まで折り曲げてもよい。

D10-@400

D10-@400

完全貫通スリット（耐火）

D16S2 　　　　　　　　　　シーリング　20×25

　　　　　　　　　　シーリング　20×25
C種　ポリサルファイドシーリング材　2成分型

スラブ筋

D10＠100 D10＠100
D16 S2

土間コンクリートt＝120
FG5

D10＠200（S）両方向共

止水版

※配筋標準図(7)による。

D1,D2≦700

n1本

n2/2n1/2

n1/2

n2本

n2/2

スラブ筋

7
00

700

40
0

40
0 2-D10 L=800

w,eX

階段 配筋詳細1/30

構造スリット（完全スリット）

スラブ開口の補強

梁貫通孔の補強

2x2-D132x3-D13 2x3-D13

配筋図

D

40d

40d

40d

40
d

40
d

40
d

A

一般部あばら筋

CB

A

一般部あばら筋

CB
D

A

一般部あばら筋

CB
D

40d

40
d

A

一般部あばら筋

CB
D

配筋種別

符号

斜め筋 縦筋

A B C D

横筋 上下縦筋

H1

H2

梁貫通孔の補強

2x2-D13

2x2-D13

2x2-D134x2-D13

実際の施工にあたってはスリーブの位置、径、本数、補強方法について

別途設備業者などと事前に入念な打ち合わせをしたうえで、位置を検討し

施工に際しては、監督員と協議を行い、承認を得ること。

補強方法は計算書を監督員に提出し、承諾を得た上で既成品の使用は可能とする。

2x2-D13

2x2-D13

4x2-D13

1x2-D13

4x2-D13

4x2-D13

2x2-D13

H3

2x2-D13

2x2-D13

1x2-D132x2-D13

H15

H16

H17

H10

H11

4x2-D16

2x2-D13 2x2-D13

4x2-D16

4x2-D19

4x2-D19

4x2-D25

8x2-D25

スリーブ記号 径 梁符号 梁幅B 配筋種別梁成D

実際の施工にあたってはスリーブの位置、径、本数、補強方法について

別途設備業者などと事前に入念な打ち合わせをしたうえで、位置を検討し

施工に際しては、監督員と協議を行い、承認を得ること。

補強方法は計算書を監督員に提出し、承諾を得た上で既成品の使用は可能とする。

ｂ 100φ
900
750

ｂ 100φ 750

400
450

450
500

wG1,G2

wG1,G2

H1(RF)

H1(6F)

4x2-D19

4x2-D19

ｄ 150φ
750

900

ｄ 150φ 750

400
450

450
500

wG1,G2

wG1,G2

H1(RF)
H1(6F)

550基礎梁 ａ,ｂ 75・100φ

基礎梁 ｃ,ｄ 125・150φ

基礎梁 ｅ,ｆ 175・200φ

550

550

2,500

2,500

2,500

wFG5,FG6

wFG5,FG6

wFG5,FG6

H10

H10

H10

H11

H11

H2(4～5F)

H3(2～3F)

H3(2～3F)
H2(4～5F)

2x2-D132x2-D134x2-D19 2x3-D13H12

2x2-D13

2x2-D13

2x3-D13

2x2-D13

600φ

600φ

人通孔ｈ

人通孔ｈ

2,500

2,500 H15

H16
H17

wFG5

基礎梁 ａ,ｂ 75・100φ 2,500 H12650FG4a

wFG3,FG4

wFG3,FG4

wFG3,FG4
FG4a 650

550

550

4x3-D13 4x3-D13

縦筋Ｂ・上下鉄筋Ｄは、あばら筋とする

上郷住宅建築工事（第２工区）

No.Ｓ-12
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0 5 1 0

Y1 通り　配筋詳細図　　S = 1/50

X2 通り　配筋詳細図　　S = 1/50

Z0

Z1

Z2

Z3

Z6

3-D25 3-D25

3-D25 3-D25

3-D25

3-D25

3-D25 3-D25

3-D25 3-D25

3-D25

3-D2
5

3-D2
5

2-D19

2-D19

2-D19

2-D19

2-D19

5-D32

5-D325-D32

ZRw
3-D25

2-D10 2-D10 2-D10

STP 2-D13@200 STP 2-D13@200 STP 2-D13@200

2-D10
2-D10

2-D10
2-D10

2-D10
2-D10

STP 2-D13@200

STP 2-D13@200

STP 2-D13@200

STP 
2-D1

3@20
0

4-D25 4-D25
HOOP □(2,2) D13@100

4-D25

2-D25+3-D19 2-D25+3-D19

2-D25+3-D19 2-D25+3-D19

2-D25+3-D19 2-D25+3-D19

2-D25+3-D19 2-D25+3-D19

2-D25+3-D19 2-D25+3-D19

FCB1

X2通りマデ6,880

X2X1 X3 Y1 Y2

2-D19

3-D25

3-D25

STP 2-D13@200

2-D19

3
50

5-D25 5-D25 5-D254-D25

4-D254-D25 4-D25 4-D25

4-D25

4-D25 4-D25

4-D25 4-D25

4-D25

5-D29 5-D29

5-D29

5-D29 5-D29

5-D29

5-D295-D29

5-D29 5-D29

5-D29

5-D29 5-D29

5-D29

5-D29 5-D29 5-D29

5-D29

5-D29 5-D29 5-D29 5-D29 5-D29
1-129

5-D295-D29 5-D29 5-D29 5-D29

5-D32 5-D32 5-D32 5-D32 5-D32 5-D32 5-D32

5-D32 5-D32 5-D32 5-D325-D32 5-D32 5-D32
2-D32 2-D32

2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10 2-D10

STP 2-D13@200STP 2-D13@200

STP 2-D13@200

STP 3-D13@200

2-D10

STP 2-D13@200

STP 2-D13@200 STP 2-D13@200

4-D25 4-D25 4-D25

4-D25 4-D25 4-D25

各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

5-D25

5-D25 5-D25 5-D25

5-D25 5-D25 5-D25

5-D25

1-D29 1-D29 1-D29 1-D29

1-D291-D291-D291-D29

STP 3-D13@100 STP 3-D13@100

STP 3-D13@100STP 3-D13@100

HOOP □(2,2) D13@100

4-D25
各2-D19

各2-D19
4-D25

HOOP □(2,2) D13@100

4-D25
各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

5-D25
各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

HOOP □(2,2) D13@100

5-D25
各2-D19

STP 2-D13@200

各2-D19
4-D25

HOOP □(2,2) D13@100

4-D25
各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

4-D25
各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

各2-D19
5-D25

HOOP □(2,2) D13@100

5-D25
各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

4-D25
各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

4-D25
各2-D19

HOOP □(2,2) D13@100

4-D25
各2-D19

3-D25

3-D25

1-D29

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

各2-D25
2-D25+3-D19

HOOP □(2,2) D13@100

2-D25+3-D19
各2-D25

HOOP □(2,2) D13@100

5-D32

600φ

2-
D2

9

2-
D2
9

2-D29

2-D29

1-D13

1-D13

5-D32

2
-
D1

6

2-
D1

6

wFG6

2-D10
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2-D10

2-D10
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2-D10

2-D10 STP 2-D13@200

5-D32

1-D13
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5
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2
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00
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00
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1.SL

2.SL

3.SL

6.SL

棟の高さ

wG1

wC1 wC1 wC1

wG1

EW19

EW19

EW19

EW19

EW19

wR.GT

wC2

wG6

7.SL

wFG1wFG2

wC1
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0 5 1 0

Ｖｅｒ：KSO.010.001.H

P

７ ２ １ ６

８ ３ ４ ５ ６

９

D

D

一級建築士事務所

会社
株式

一級建築士事務所登録　愛知県　い1627

黒野建築設計事務所

A1：―
A3：―

南棟Ｗ・Ｅ　　　　　
中空スラブ標準仕様書

一級建築士登録　307737号　　　

安東　広晶

上郷住宅建築工事（第２工区）

・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法

　 に適用する。

・ 本設計図面は鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を前提として設計された

　 ものであり、他のパイプに適用することはできない。

・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。

１．適用範囲

２．使用部材

中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。

・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」

・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」

監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。

k層

j層

i層

h層

打設階

支保工a

支保工b

４．仮設支保工

３．中空スラブの施工

６．配筋要領図・余長

５．中空スラブ標準構成図

符号 名　　　称

パイプ

番線

受金物

受台

ウェッジ

スラブ筋

スペーサー筋

型枠

スターラップ(巾止め筋)

１

２

３

４

５

６

７

８

９
D:スラブ厚

P:パイプピッチ

スターラップ施工例

下
端

上
端

配筋区分 配筋区分

15d 15d

配
筋

区
分

配
筋

区
分

1
5
d

1
5
d

1 5d 15d

配筋区分 配筋区分

７．段差部配筋要領図

８．大梁定着配筋要領

９．開口割付・補強要領

１０．仮設開口

１３．梁際の中空スラブ配筋要領

40d

（ h1＞ 150 ）

（ h1≦ 150 ）

（ h1，h2＞ 150 ）

アゴなしアゴあり

（ h1，h2≦ 150 ） （ h1≦ 50 ）

h
1

t
2

t
1

h
1

t
2

h
1

t
1

h
1

t
1

4 0d

40d

40d

40d

STR

・d は鉄筋の呼び径とする。

（１）通常

L

（片持ちスラブ）

（５）段差 h≦100、かつ 0≦ L<(2/3)B

段差面

段差面

35d

段差面

35d

〈 a〉段差 50 ≧h

0～100

35d

0～ 100

35d

35d

0～ 100

0～ 100

40d

35d

②100以上

〈b〉段差 50<h≦ 70

〈 c〉段差 70<h≦ 100

（２）逆梁

（３）梁の増打がある場合

（４）段差 h≦100、かつ L≧ (2/3)B

（６）片持ちスラブ

①0～100

②250以上

①0～100

② 400以上

割付要領

補強要領

a-a断面

aa

面
口
開

面
口
開

D

・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。パイプカット パイプカット

D

パ
イ

プ
カ

ッ
ト

D

補強筋

補強筋

D

・設計図に指示がない開口に適用する。

開口面

開口面

切断される鉄筋
補強筋

切断される鉄筋

4
0
d

40d

・開口幅≦パイプ幅のとき

スラブ筋

スラブ筋
補強筋

　（開口がパイプ幅内）

スラブ筋を切断しない場合は

補強筋を要しない。
（開口がパイプ幅外）

開口面
40d

部分でも可とする。

部分の方が良いが

梁際からLx/6の位置を示す。

印は、配筋区分を示す。

※配筋区分の表記が無い場合は、

開口を設けられる範囲

１１．中空スラブ内設備配管

L：梁面から第１鉄筋まで

L≦100 100＜L≦200

200＜L

梁際なし

梁際なし

梁面 L
梁面 L

梁際 1-D13

梁際 1-D13

L梁面

梁際 2-D13

梁際 2-D13

50～100

50～ 100

（k層の設計基準強度100%以上→除去可）

（j層の設計基準強度100%以上→除去可）

(a)相互定着形式

(b)スターラップ形式

＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成，

（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。

35d

0～100

10dかつ150mm

10dかつ150mm

10dかつ150mm

25d

（注）梁内定着も可とする

10dかつ150mm

B

10dかつ150mm

B

10dかつ150mm

B

10dかつ150mm

B

h

h

h

h

①0～100

L

L

L

上端筋と同等以上配筋

40d

スラブ下端筋の位置まで伸長

上端筋と同等以上配筋

40d

スラブ下端筋の位置まで伸長

1
6

h
1

40d

40d

40d

補強筋，STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。

※ パイプの控え位置は、① と ② の大きい方を採用

（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリート

　　　の圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、構造計算

　　　により十分な安全が確認されるまでとする。

（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。

（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。

・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。

・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。

・W = t2 + h2 を原則とする。

・各部 h寸法、W寸法は設計図による。

コンクリート強度により継手，定着長を変更する場合は、監理者の指示に従うこと。

コンクリート強度により定着長を変更する場合は、監理者の指示に従うこと。

※ h＞100の場合は、監理者の指示に従うこと。

　 パイプ寸法，鉄筋かぶり，スペーサー筋有無，

　 スターラップの有無等は、別途スラブリスト，

　 中空スラブ断面図等を参照のこと。

・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて

　補強筋として配置する。（上端、下端共）

　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。

　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）

・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。

・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が

　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。

段差部

・配管の集中する部分はパイプをカットして

ＮＧ

ＯＫ
WW

DD

D

ＯＫ

ＮＧ

ＯＫ

ＮＧ

WW
D

ＯＫ

ＮＧ

D W

D W

配 管禁止部分

－パイプに平行する場合－ －パイプに直交する場合－

パイプの上下に入れる パイプを抜いた所に入れる

配管禁止 配管禁止

パイプ径以下

（径が小さい時）

300mm程度の配管ルートを設ける

パイプ径以下

（径が大きい時）

（本数が多い時）

－電気ボックス部－

a

－梁ぎわ配管－

1本のとき　　；ａ＜100とする

2本以下のとき；ａ≧100とする

（電気ボックスとスラブ筋が干渉する場合）

　配管スペースを作る。

・段差周辺補強部（　　　 　　部）に平行する方向には

　原則として設備配管をしてはならない。

　ただし、直交する方向は配管しても良い。

スラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断した

場合は切断分を重ね継ぎ手として補強を設けること。

但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。

１２．隅角部の補強筋要領

スラブ筋ピッチ スラブ筋ピッチ

：全階 隅角部

L
x
/
4

L
x
/
4

Lx/4

Lx/4

補強筋は梁へ20ｄ定着する

：スラブ筋

：補強筋 1-D10

・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を

（パイプ方向の補強筋） （パイプ直交方向の補強筋）

　調整すること。

　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。

1000程度

D以上 D以上

D
以

上 3
0
0
程

度D
以

上

・ 長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。

 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の

　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを

　考慮すること）

・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で

　付着性能を確保する。

・補強筋は「９．開口補強要領」によること。

・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に

　振り分けて補強筋として配置する。（上端、下端共）

　但し、各々の補強筋は片側2-D13以上とする。

　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）

（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける様にし、

　　　打設階スラブ（k層）が上記の（２）を確認出来たうえで、支保工

　　　b を除去できる。

　　　（コンクリート打設後、４週以上が望ましい。）

（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの原因と

　　　なるので留意のこと。

部 材 名 称

パイプ

材 質

亜鉛めっき鋼板

規格および材質

ＳＧＣＣ(相当品)ＪＩＳ－Ｇ３３０２

ＳＥＣＣ(相当品)ＪＩＳ－Ｇ３３１３

スラブ断面図

W

W

※ 2

※1

※ 1

40d

40d

W

t
2

h
2

h
2

h
2

t
2

t
2

t
2

t
1

t
1

t
1

・※ 2 印の継手長さは40dかつ5h2以上とする。

・※1 印の継手長さは40dかつ5h1以上とする。

区間境界

・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」

補強筋

補強筋

補強筋

補強筋

補強筋

補強筋

補強筋

補強筋

h
1

D:スラブ厚

－主筋方向－

－配力筋方向－

開
口

面 パイプカット
開口面

中空スラブ標準仕様書

配力筋方向

主筋方向

設計

縮尺

検

図 図
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一級建築士事務所 匠建設計、愛知県知事登録（い-24）第11595号

一級建築士 92468号、 構造設計一級建築士 7713号、　伊藤 一人

0 5 1 0

詳細リスト Dはスラブ厚、Pはパイプピッチ　を示す。

符号 D P パイプ径 備　　考

200x100325250

1．パイプは、任意長さとする。

3．鉄筋の外かぶりは、設計かぶり厚さ(施工誤差10mm含む)を示す。

（註）

4．スペーサー筋で鉄筋かぶりの確保が困難な場合は、巾止め筋等により確保すること。

2．図はウエッジによる受台固定を示す。但し、監理者の承諾を得た固定方法の変更は可能とする。

(上下筋共)

位置

上端筋

補強筋

主筋方向

配力筋方向 D13 @200

2-D13

欠込み部配筋リスト

D

φ

単位（mm）詳細リスト

スラブ符号

一般部スラブ厚

パイプ

欠込み寸法

残りスラブ厚

パイプカット範囲

250

200x100

L

t

h 100

150

550

Zn-100

2. VSスラブ筋(上筋)は欠込み部縁まで配置すること。

3. VSスラブ筋は中空スラブリストを参照。

1. 補強筋の定着は欠込み縁より40dとする。

4. 配力筋方向のパイプ姿図は、一例とする。

（註）

1.補強位置は中空スラブ伏図を参照。

2.ねじれ補強筋の定着は柱内に35dもしくは通し筋とする。

（註）

2.　スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書 8 を参照。

（註）

3.　梁際配筋については、中空スラブ標準仕様書 13 を参照とし

　 必要に応じて配筋を配置する。

D13 @125

1.　　　は主筋方向を示す。

2.　　　は配筋区分位置を示す。

（註）

腹　筋
備考

4-D13*1

*2補強筋

B x D 大梁リスト参照

大梁リスト参照

2段

4段8-D13

wVS1～wVS4

eVS1～eVS4

1.　断面位置は、南棟Ｗ　2,3階中空スラブ伏図を参照。

wVS1～wVS4
eVS1～eVS4

D=250

wVS1

D=250 D=250 D=250 D=250 D=250

南棟Ｗ　2～6F

wVS2 wVS2 wVS4 wVS4 wVS3

D=250D=250

eVS3 eVS4

D=250D=250D=250D=250

eVS2 eVS2 eVS2 eVS1

南棟Ｅ　2～8F

A AB

C

CC

C D

D

A AB

C

CC

C D

D

A AB

C

CC

C D

D

A A A AB B

C

CCC

CCC

C D

D D

D

A AB

C

CC

C

D

D

AA B

C

C C

CD

D

AA B

C

C C

C

D

D

AA B

C

C C

CD

D

AA B

C

C C

CD

D

AA B

C

C C

CD

D

AA B

C

C C

CD

D

9
,
7
2
0

1
,
5
8
0

1
,
9
6
5

1 ,270 1,385

6,880

Y2

Y1

1,490 1,490 1,490 1,490

6,880 6,880 5,680 5,680

1,050 1,050 1,055 1,110 1,320

5,680

1,055

37,680

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

5,680

1,0501,0551,1101,320

5,680

1
,
5
8
0

1
,
9
6
5

1 ,2701,385

6,880

Y2

Y1

1,4901,4901,4901,490

6,8806,8806,880

38,880

1,4901,490

X9 X10 X11 X12 X13 X14

9
,
7
2
0

X8

【主筋方向】

【配力筋方向】

325

2
5
0

325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325325325325325325325325325325325325325325

3
0

D

7
5

3
0

7
5

D P

スラブ筋

2
0
以

上

区間境界

番線

受金物

ウェッジ型枠 受台

ワインディングパイプ

内リブ鋼製

2
5
0

2
5
0

2
5
0

@1000程度
スペーサー筋

2-D13 @325 1-D13 @325

1-D13 @325

1,580

15d15d
【配筋区分】

1,580

1-D10+1-D13 @325

250

中央端部

1-D13 @325

1-D10+1-D13 @325

1,965

【配筋区分】
15d 15d

1,965

250

2-D13 @325

1-D13 @325

(内端)1-D13 @325

<(外端)2-D13 @325>

@325x19=6,175

9.720 6,880

1,270

【配筋区分】
15d

1,385

【配筋区分】

1-D13 @325 1-D13 @325

1-D13 @325

端部中央

2-D13 @325

1-D13 @325

1-D13 @325

1-D10+1-D13 @325

2-D13 @325

2-D13 @325

15d

X1

2
5
0

Z n

Y1 Y2 X2

1-D10+2-D13 @325 1-D10+2-D13 @325

15d15d

B

D

*1

B

D

*2

35d

補強筋

柱面 1,500

腹筋

補強筋

35d

柱面 1,500

主筋

腹筋 

柱面1,500 1,500

主筋

D

t
h

40d

φ (主筋方向)

D13 @200
(配力筋方向)

VSｽﾗﾌﾞ筋

VSｽﾗﾌﾞ筋

L以上ﾊﾟｲﾌﾟｶｯﾄ
段差面

補強筋

補強筋

欠込み部上端配筋

Zn D13 @125

D

t
h

4 0d

L以上ﾊﾟｲﾌﾟｶｯﾄ
段差面

φ

VSｽﾗﾌﾞ筋

VSｽﾗﾌﾞ筋

補強筋

補強筋

欠込み部上端配筋

(配力筋方向)

(主筋方向)

D13 @200Zn

D13 @125

2
5
0

Zn

1-D13 @325

1-D10+2-D13 @325

(内端)3-D13 @325

<(外端)2-D13 @325>

3-D13 @325

(@325x14=4,550) 1,385

φ-200x100 @325

主筋方向 配力筋方向

外端 中央 内端 中央

A C B D A C C CD B A A

2-D13 1-D13 1-D13

1-D13 1-D13

2-D13

1-D13

1-D13

φ -200x100 @325

配力筋方向主筋方向

中央 中央両端 両端 両端

1-D13 1-D13

1-D13 1-D13

2-D13 2-D13 1-D13

1-D13

1-D10+1-D13

1-D10+1-D13

A C B D CD B A

記　号

パイプ

方　向

位　置

上端筋

下端筋

ABD CDBCA

1-D10+1-D13

1-D10+1-D13

1-D13

1-D13

1-D131-D13

1-D131-D13

両端両端両端 中央中央

主筋方向 配力筋方向

φ-200x100 @325

1-D13

1-D131-D13

1-D131-D132-D13

AABD CCCADBCA

中央内端中央外端

配力筋方向主筋方向

φ-200x100 @325

2-D13

1-D10+1-D13 1-D10+1-D13 1-D10+1-D131-D10+1-D13

中空スラブ 周辺受梁ねじれ 補強要領

中空スラブ 配筋範囲

中空スラブ リスト

中空スラブ 施工断面図

中空スラブ 欠込み部 補強要領

2-D13

2-D13 2-D13

(Zn-100：t=150)

1.スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書 8 を参照。（註）

断　面

（註）特記なき限り ワインディングパイプ　φ-200x100 を示す。

a－a' 断 面 図

( 主 筋 方 向 )

S=1/30

b－b' 断 面 図

( 配 力 筋 方 向 )

1-D10+2-D13 1-D10+2-D13

wVS1、eVS1 wVS2、 eVS2 wVS3、eVS3 wVS4、 eVS4

wVS1 断面配筋図 S=1/30

3-D13 3-D13 3-D13 3-D13 3-D13 3-D13 3-D13 3-D13

2-D10+1-D13 2-D10+1-D131-D10+1-D131-D10+1-D13 1-D13

2-D13

一級建築士事務所

会社
株式

一級建築士事務所登録　愛知県　い1627

黒野建築設計事務所

A1：1/30
A3：1/60

一級建築士登録　307737号　　　

安東　広晶

上郷住宅建築工事（第２工区）

中空スラブリスト,施工断面図

補強要領,断面配筋図
南棟Ｗ・Ｅ 配筋範囲,欠込み部要領

設計

縮尺

検

図 図
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